
情報電子化学部門の強み
当社はこれまで、マーケットインのグローバルサプライチェーン構築に努め、
製品の開発・供給に活かしてきました。こうした開発供給体制に加え、総合
化学メーカーならではの複数の素材や技術の組み合わせにより、高付加価
値製品を提供することが可能です。また、ディスプレイ・半導体双方の領域に
おける技術や品質対応により蓄積してきたノウハウを駆使し、境界領域の製
品を開発できることも当社の強みとなっています。

2022年度の取り組み
米国に半導体用プロセスケミカルの新工場を建設することを決定しました。
同事業の米国市場における戦略的な拠点として、旺盛な需要を確実に取り
込み、事業拡大を目指します。新工場の稼働開始は、2024年度を予定して
います。半導体用プロセスケミカルの生産体制をグローバルに拡充し、高い
品質の製品を安定供給することにより、スマート社会やスマートモビリティ
の実現に貢献していきます。

今後の取り組み
ディスプレイ関連材料事業では、当社核心技術を活かした有機ELディスプ
レイ向け材料等の高付加価値品比率をさらに高めるとともに、次世代ディスプ
レイ向け材料の開発・上市に取り組みます。半導体材料事業では、シリコン
半導体向けに、拡大する需要を確実に取り込みつつ、顧客プロセスの革新に
応える先端材料の開発・拡販を進めます。また、化合物半導体向けに、省エネ等
社会課題解決に貢献する次世代パワーデバイス材料の事業化を目指します。
新規事業開拓については、社外とも積極的に連携しながら、次世代高速通信
や高感度イメージセンサーに対応した材料等の開発に注力します。

素材開発と擦り合わせ技術の融合により、
ICT産業の進歩に対応した
新たな価値を提供します

代表取締役　専務執行役員

既存核心技術に当社ならではの知恵や技術、経験、ネットワークを加え、新しい核心技術、製品を創生 

ディスプレイ関連材料

シリコン半導体材料

自社核心技術を活かした競争優位性維持

市場拡大に対応した事業機会獲得

新規事業 次世代を担う新規事業の創生

●既存高付加価値分野での
シェア確保

●次世代ディスプレイ向け
材料需要の取り込み

●汎用LCD関連材料事業の
構造改革継続

●拡大する需要の
確実な取り込み

●顧客プロセスの革新に
応える製品開発

●通信、センサー関連材料分野
での事業確立

●次世代パワーデバイス
材料事業の立ち上げと
省エネ技術進化への貢献

次世代ディスプレイ向け材料

移動体通信用中継アンテナ イメージセンサー関連材料 次世代パワーデバイス材料

車載向け偏光フィルム当社の取り組み

当社の取り組み

当社の取り組み

中期経営計画　方針と進捗

自動車のフロントガラス上等に搭載
できる透明薄型アンテナです。5G高
速通信に対応し、公共交通機関等で
の通信環境改善や携帯機器の通信
エリア拡大に貢献します。

これまでの推移
半導体関連の投資回収やディスプレイ材料の好況などによ
り、2019年度以降、ROIはハードルレートを超えた水準で
推移してきました。また、半導体関連のさらなる新設増強に
より、2021年度以降は投下資本が上昇基調となっています。

今後の対策・課題
部門の主要製品であった偏光フィルムについて競争環境が
変わったため、構造改革を加速します。また、半導体用プロセ
スケミカルの米国拠点、化合物半導体材料事業体制の整備
等、次の成長に向けた手を打っており、成果を確実に売上・
利益の向上につなげていきます。

スマートフォンカメラ、車載、セキュリ
ティ向けのイメージセンサーに関連
する材料です。センサーの高感度化・
高画素化等の高性能化に貢献します。

次世代パワーデバイス向けの窒化ガ
リウム基板です。データセンターの
サーバー、風力発電、EV等に使われ
る電力変換回路を小型化・低損失化
することができます。省エネを通じ、
カーボンニュートラルへ貢献します。

技術・品質の差別化等により、ハイエンドTV・OLEDスマートフォン・車載・次世代ディスプレイ向け材料に注力します。

DXの浸透によるデータセンター投資の拡大、5G通信の本格普及、EV化／自動運転化等を背景に、拡大基調が続くと予想されている
需要を確実に取り込んでいきます。米国に半導体用プロセスケミカルの新工場を建設することを決定したほか、大阪工場で最先端プロ
セス向け半導体フォトレジストの開発・評価施設が稼働するなど、拡大する需要の取り込みに向けた施策を講じています。

2020年代後半までにディスプレイ関連材料事業、シリコン半導体材料事業に次ぐ、第3の事業の柱を確立することを目指します。
パワーデバイス分野では大口径窒化ガリウム基板の生産を開始しており、今後さらなる大口径化、生産性向上等に取り組みます。

出典：WSTS（2023年6月6日付けレポート）
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住友化学の競争優位性
当社独自の強みは、有機ELディスプレイ用円偏光フィルムに使用する液晶材料にあります。当社
が独自で開発した液晶材料は、太陽光や照明などの光の反射を防止する機能と、どの角度から
画面を見ても色が変化することなくはっきりとした黒色を表現する機能に優れており、高画質有
機ELディスプレイの実現に貢献します。

競争優位を生む主要プロセス
液晶材料を使い位相差機能や偏光機能を発現させるためには、原料である液晶分子を一定方
向に規則正しく配向させる必要があります。当社はそれを実現する分子設計の開発に取り組ん
でいます。さらに、開発した液晶材料を自社で製造し、かつTVやスマートフォンなどそれぞれの有
機ELディスプレイに合わせて、円偏光フィルムの光学設計を最適化しています。

顧客価値提供
市場は次世代ディスプレイ創出に高い関心を持っています。開発要望水準は高く、これに応える
べく、折り曲げや巻き取りを可能とするフレキシブル有機ELディスプレイ向けの部材、大型有機
ELディスプレイの表示品位向上や低コスト化につながる高分子有機EL発光材料、さらには
AR/VR/MRグラスなどに使用される超小型・超精細次世代ディスプレイの光学特性を最大限
発揮させるための新規部材（量子ドット技術やカラーレジスト技術を応用した色変換材料など）
を提案しています。

グローバル展開の状況

マーケットインのサプライチェーンを構築

Q&A

人 の々より豊かで便利な暮らしを実現

飛躍的な事業規模拡大を目指して

現在販売中の有機ELディスプレイ向け部材
当社は、独自の技術で液晶塗布型位相差フィルムを製造し、円偏
光フィルムに加工して顧客に出荷しています。
また、フレキシブル有機ELディスプレイ向けに、優れた折り曲げ
耐性を備えた円偏光フィルムを提供しています。

現在開発中の有機EL／次世代ディスプレイ向け部材
当社は顧客のニーズに合わせて、印刷式有機ELディスプレイ
やAR/VR用マイクロディスプレイ向けの部材開発を推進して
います。

価値創造モデル：有機EL／次世代ディスプレイ部材

バリューチェーン

付加価値を提供する仕組み

社会に提供する付加価値

ディスプレイは人とICT技術のインターフェイスであり、インフラである通信技術の進歩や人々
のライフスタイルの変化に合わせて、進化し続けています。より優れた携帯性やよりリアルな視
聴体験を提供するディスプレイに加え、複合現実などの技術を通じて人々の「体験」そのものを
変える可能性のあるデバイスに必要なディスプレイの開発が活発に行われています。住友化学
は、有機ELディスプレイ／次世代ディスプレイ向け部材などの開発・製造を通じ、今までにな
かった新しい製品づくりに貢献することで、人々のより豊かで便利な暮らしを実現していきます。売上収益：2020年代央1.5倍※へ

（フォトレジスト、半導体用プロセスケミカル、化合物半導体含む） ※2021年度実績比

Q :半導体材料需要の確実な取り込みに向けた具体的なアクションは？

地域別売上収益比率

原料メーカー
顧客

パネルメーカー
デバイスメーカー

消費者

（含む業務委託先）
住友化学グループ

当部門は、顧客の製造拠点の近隣に自社の生産拠点を設けるこ
とで、顧客との良好な関係を構築し、その要望をいち早く把握す
るとともに、製品の開発・供給に活かすマーケットインのグロー
バルサプライチェーン構築に努めてきました。具体的には、中国
では住化電子材料科技グループが多くの拠点を持ち、それぞれ
の顧客の要望に沿った対応をすべく、事業に取り組んでいます。
また、2022年度には米国における半導体用プロセスケミカルの
新工場建設を決定し、グローバルでの生産体制をさらに強化し
ています。このような体制は、当社が持つ強みの一つとなってい
ます。当部門は、ディスプレイや半導体産業の集積地である東ア
ジアや米国を中心に事業ネットワークを構築した結果、海外売

上収益が年々高まっています。また、日本国内においては、主に
ディスプレイ材料を大江工場で、半導体材料を大阪工場で製造
していることに加え、茨城工場で化合物半導体を製造していま
す。また、車載用偏光フィルム事業に強みを持つサンリッツ社を
傘下に有しています。

●住友化学
●オー・エル・エス
●サンリッツ

東友ファインケム
住化電子材料科技グループ（中国）

住華科技住化電子材料ベトナム
Sumitomo Chemical
Advanced Technologies 

Sumika Semiconductor
Materials Texas Inc.

97%

●日本

●アジア（含むインド）

●北米

●欧州

●中東・アフリカ

●オセアニア他

2022年度
海外売上
収益比率

A:半導体市場においては、今後、人工知能（AI）技術の進化や
次世代通信システム（5G）の本格商用化などを背景に、先端半導
体の需要伸長が期待されています。こうした領域では新しい光源
であるEUV露光が主流になると見込まれ、そのパターン形成には
さらなる微細化に適したフォトレジストが求められています。

当社の特長
当社は、各種ファインケミカル事業で培った有機合成技術を
ベースに高い製品設計・評価技術を確立し、大阪工場地区を中
心とした製造・研究・販売集約によるタイムリーな顧客対応力な
どを活かして事業を拡大してきました。特に、微細化工程で主と
して使用される液浸ArF露光用レジストについては、性能優位性
と品質安定性により世界的に高いシェアを占めています。また、

新たな光源であるEUV露光用レジストについても、顧客の量産
進捗に伴い出荷の増加を見込むとともに、着実な新規受注獲得
に向けてさらなる微細化ニーズに沿った開発を進めています。

具体的なアクション
2019年度に先端フォトレジストの新工場が完成し、2020年度
に稼働を開始しました。また、最先端プロセス向け半導体フォト
レジストの開発・評価体制強化のため、大阪工場に新棟を建設
し、2022年度に稼働を開始しました。今後も、最先端プロセス
向け半導体フォトレジストの生産体制をグローバルに強化して
いく予定です。半導体市場は、データ通信のさらなる高速化や
大容量化などにより、今後も継続的な成長が見込まれており、
長期的な需要を見据えて一層の体制強化を検討しています。

住友化学の戦略 事業戦略
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住友化学の競争優位性
当社独自の強みは、有機ELディスプレイ用円偏光フィルムに使用する液晶材料にあります。当社
が独自で開発した液晶材料は、太陽光や照明などの光の反射を防止する機能と、どの角度から
画面を見ても色が変化することなくはっきりとした黒色を表現する機能に優れており、高画質有
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マーケットインのサプライチェーンを構築

Q&A
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飛躍的な事業規模拡大を目指して
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やAR/VR用マイクロディスプレイ向けの部材開発を推進して
います。

価値創造モデル：有機EL／次世代ディスプレイ部材

バリューチェーン

付加価値を提供する仕組み

社会に提供する付加価値
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とで、顧客との良好な関係を構築し、その要望をいち早く把握す
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バルサプライチェーン構築に努めてきました。具体的には、中国
では住化電子材料科技グループが多くの拠点を持ち、それぞれ
の顧客の要望に沿った対応をすべく、事業に取り組んでいます。
また、2022年度には米国における半導体用プロセスケミカルの
新工場建設を決定し、グローバルでの生産体制をさらに強化し
ています。このような体制は、当社が持つ強みの一つとなってい
ます。当部門は、ディスプレイや半導体産業の集積地である東ア
ジアや米国を中心に事業ネットワークを構築した結果、海外売

上収益が年々高まっています。また、日本国内においては、主に
ディスプレイ材料を大江工場で、半導体材料を大阪工場で製造
していることに加え、茨城工場で化合物半導体を製造していま
す。また、車載用偏光フィルム事業に強みを持つサンリッツ社を
傘下に有しています。

●住友化学
●オー・エル・エス
●サンリッツ

東友ファインケム
住化電子材料科技グループ（中国）

住華科技住化電子材料ベトナム
Sumitomo Chemical
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Sumika Semiconductor
Materials Texas Inc.
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●日本
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●北米

●欧州

●中東・アフリカ

●オセアニア他

2022年度
海外売上
収益比率

A:半導体市場においては、今後、人工知能（AI）技術の進化や
次世代通信システム（5G）の本格商用化などを背景に、先端半導
体の需要伸長が期待されています。こうした領域では新しい光源
であるEUV露光が主流になると見込まれ、そのパターン形成には
さらなる微細化に適したフォトレジストが求められています。

当社の特長
当社は、各種ファインケミカル事業で培った有機合成技術を
ベースに高い製品設計・評価技術を確立し、大阪工場地区を中
心とした製造・研究・販売集約によるタイムリーな顧客対応力な
どを活かして事業を拡大してきました。特に、微細化工程で主と
して使用される液浸ArF露光用レジストについては、性能優位性
と品質安定性により世界的に高いシェアを占めています。また、

新たな光源であるEUV露光用レジストについても、顧客の量産
進捗に伴い出荷の増加を見込むとともに、着実な新規受注獲得
に向けてさらなる微細化ニーズに沿った開発を進めています。

具体的なアクション
2019年度に先端フォトレジストの新工場が完成し、2020年度
に稼働を開始しました。また、最先端プロセス向け半導体フォト
レジストの開発・評価体制強化のため、大阪工場に新棟を建設
し、2022年度に稼働を開始しました。今後も、最先端プロセス
向け半導体フォトレジストの生産体制をグローバルに強化して
いく予定です。半導体市場は、データ通信のさらなる高速化や
大容量化などにより、今後も継続的な成長が見込まれており、
長期的な需要を見据えて一層の体制強化を検討しています。

74住友化学レポート2023

は
じ
め
に

住
友
化
学
の
戦
略

住
友
化
学
と
は

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

デ
ー
タ
編


	表紙
	メガトレンド
	住友化学レポート2023発行に当たって
	目次
	はじめに
	会長メッセージ
	トップメッセージ

	住友化学とは
	企業理念
	住友化学の歴史
	住友化学のコア・コンピタンス
	価値創造フロー
	住友化学の５つの事業領域
	経営として取り組む重要課題とKPI
	財務ハイライト

	住友化学の戦略
	2022-2024年度 中期経営計画
	財務戦略
	IR活動
	経営として取り組む重要課題
	社会価値創出に関する重要課題
	環境分野への貢献
	気候変動の緩和と適応
	資源循環への貢献
	自然資本の持続可能な利用

	食糧分野への貢献
	持続可能な農業の推進

	ヘルスケア分野への貢献
	ICT関連分野への貢献

	将来の価値創造に向けた重要課題
	イノベーションの推進
	DXによる競争力強化
	人材
	DE＆I、育成・成長、健康


	事業継続のための基盤
	労働安全衛生・保安防災
	製品安全・品質保証
	人権尊重
	サイバーセキュリティ
	コンプライアンス
	腐敗防止


	事業戦略
	エッセンシャルケミカルズ
	エネルギー・機能材料
	情報電子化学
	健康・農業関連事業
	医薬品


	マネジメント
	役員一覧
	社外取締役メッセージ
	コーポレート・ガバナンス

	データ編
	会社・投資家情報
	長期データハイライト
	連結財務諸表




